
清　友 No.100

東京清掃労働組合退職者会
〒 102-0072　千代田区飯田橋３−９−３　SK プラザ５F
TEL 03（3237）9995　　FAX 03（3237）4541

2017 年 12 月

東京清掃労働組合退職者会機関紙

伊豆長岡・葛城山山頂より

ＳＴＯＰ！安倍改憲

１

「安倍９条改憲ＮＯ！
憲法を生かす全国統一署名」
みんなの力で３千万筆集めよう！

自衛隊は南スーダンから撤退を！1.19 国会前行動

共謀罪法案廃案！安倍内閣退陣！5.16 日比谷集会

安倍改憲 NO！全国市民アクション 11.3 国会包囲大行動

改憲 NO ！安倍退陣 11.19 総がかり行動

(1)
憲
法
第
９
条
を
変
え
な
い

で
く
だ
さ
い
。

(2)
憲
法
の
平
和
・
人
権
・
民

主
主
義
が
生
か
さ
れ
る
政

治
を
実
現
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
民
党
は
、
９
条
に
自
衛
隊
を

明
記
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
た
改

憲
案
を
年
内
に
ま
と
め
、
年
明
け

の
通
常
国
会
で
提
示
、
改
憲
案
の

発
議
を
め
ざ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
会
内
で
は
、
総
選
挙
の
結
果
、

自
民
、
希
望
、
維
新
に
公
明
も
含

め
る
と
、
改
憲
勢
力
は
衆
院
の
８

割
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
各
種
世
論
調
査
で
は
、

「
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
」
に
反
対

す
る
人
は
過
半
数
を
超
え
、
賛
成

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
世
論
に
押
さ
れ
、
公
明
党
は
慎

重
姿
勢
を
示
し
、
自
民
党
内
に
も

意
見
の
ズ
レ
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

　
「
安
倍
９
条
改
憲
」
反
対
の
世
論

が
さ
ら
に
大
き
く
強
く
な
れ
ば
、

改
憲
発
議
を
断
念
さ
せ
る
こ
と
は

十
分
に
可
能
で
す
。

　

日
本
を
「
い
つ
で
も
戦
争
す
る

国
」
に
さ
せ
な
い
た
め
、
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
は
、「
安
倍
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を
生
か
す
全
国
統

一
署
名
」
を
成
功
さ
せ
、
世
論
を

さ
ら
に
さ
ら
に
大
き
く
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

■
署
名
の
請
願
事
項

衆
院
の
改
憲
勢
力
は
８
割

世
論
は
改
憲
反
対
が
多
数

今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
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11
月
28
日
に
第
３
回
幹
事
会
と

専
門
部
会
を
開
き
、
次
の
こ
と
を

検
討
し
、
確
認
し
ま
し
た
。

▼
自
治
退
都
本
部
幹
事
…
柳
副
会
長

▼
都
庁
退
会
計
監
査
…
丹
野
副
会
長

▼
都
庁
退
幹
事
…
庄
司
会
長

　

来
春
の
行
事
（
新
春
の
集
い
、

　

旅
行
会
は
３
年
連
続
で
中
止
で

し
た
。
来
年
こ
そ
は
行
え
る
よ
う
、

従
来
と
抜
本
的
に
違
う
手
法
で
検

討
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ア
イ

デ
ィ
ア
が
あ
れ
ば
、
よ
ろ
し
く
。

(1)
会
計
監
査
の
役
割
を
純
化

　

６
月
の
定
期
総
会
で
確
認
し
た

「
組
織
整
備
方
針
」
に
基
づ
き
、
会

計
監
査
は
幹
事
と
し
て
の
機
能
を

取
り
外
し
、
監
査
機
能
に
純
化
し

た
役
員
と
し
ま
す
。
来
年
の
定
期

総
会
で
規
約
を
改
正
し
、
新
「
会

計
監
査
」
を
選
出
し
ま
す
。

(2)
専
門
部
を
改
変

①
企
画
部
会
と
旅
行
部
会
を
統
合

し
、「
文
化
厚
生
部
」
を
設
置
し
ま

す
。文
化
厚
生
事
業
の
企
画
・
運
営
、

共
済
事
業
の
推
進
が
主
業
務
で
す
。

②
準
備
会
を
正
規
化
し
、「
組
織
共

闘
部
」を
設
置
し
ま
す
。組
織
拡
大
、

共
闘
関
係
の
推
進
、
学
習
会
等
の

企
画
・
運
営
が
主
業
務
で
す
。

＊
来
年
の
定
期
総
会
で
規
約
改
正
、

新
体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

(3)
事
務
局
会
議
を
企
画
会
議
に

　

事
務
局
次
長
不
在
、
会
計
兼
務

に
よ
り
、
事
務
局
会
議
は
名
目
と

実
態
に
大
き
な
乖
離
が
生
じ
て
い

ま
す
。
事
務
局
長
＋
三
役
よ
り
１

名
＋
事
務
局
員
に
よ
る
構
成
と
す

る
「
企
画
会
議
」
に
改
変
す
る
こ

と
で
、
名
目
と
実
態
を
一
致
さ
せ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

10
周
年
記
念
事
業
は
来
年
秋
実

施
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
し
た
が
、

東
京
清
掃
の
70
周
年
記
念
事
業
と

時
期
的
に
重
な
る
た
め
、
来
年
６

月
に
予
定
し
て
い
る
定
期
総
会
当

新春の集い
●日　時　１月２０日（土）

11 時 30 分開始
●場　所　中華「桜蘭」

＊飯田橋より５分
●参加費　3,000 円

※長寿祝いと開運じゃんけん大会
を行います．お楽しみに。

※ 12 月 28 日までに連絡ください。

演芸を楽しむ会
●出し物　国立演芸場３月上席
●日　時　３月６日（月）

12 時 30 分集合
●参加費　500 円（弁当・飲物各自）
　　　※１月に参加募集案内します。

お花見ウォーク
●日　程　４月下旬
●場　所　松戸フラワーライン
　　　　　戸定が丘歴史公園
　　　※３月に募集案内の予定。

春の学習会
●日　時　２月７日（水）

12 時 15 分開催
●場　所　清掃会館地下ホール
●テーマ　健康で過ごすには？
●講　師　東京清掃顧問医
　　　　　平野敏夫氏

※ 12 月 28 日までに連絡ください。

第３回
幹事会

①
上
部
団
体
役
員
を
変
更
、
②

春
の
行
事
企
画
案
、
③
旅
行
会

の
見
直
し
、
④
組
織
整
備
案
検

討
、
⑤
10
周
年
は
来
年
６
月
に

上
部
団
体
の
役
員
変
更
、
任

期
は
来
年
の
定
期
総
会
ま
で

学
習
交
流
会
、

演
芸
鑑
賞
会
、

お
花
見
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
）
の
企

画
案
を
検
討
し
、

確
認
し
ま
し
た
。

　

新
春
の
集
い

と
学
習
会
の
参

加
者
募
集
は
今

月
中
、
演
芸
鑑

賞
会
は
１
月
募

集
で
す
。
是
非
、

参
加
く
だ
さ
い
。

来
春
４
つ
の
行
事
を
実
施

是
非
参
加
く
だ
さ
い

来
年
こ
そ
旅
行
会
が
行
え
る

よ
う
、
抜
本
的
見
直
し
検
討

総
会
確
認
を
踏
ま
え
、
組

織
整
備
の
具
体
案
を
検
討

　

周
年
記
念
事
業
は
来
年
６

月
の
定
期
総
会
の
午
後
開
催

10
日
午
後
に
行
う
方
向

と
し
、
準
備
に
入
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
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11
月
29
日
、
都
庁
退
第
15

回
定
期
総
会
が
都
庁
で
開
催
さ

れ
、
代
議
員
と
し
て
丹
野
副
会

長
、
柳
副
会
長
、
岩
渕
会
計
監

査
、
渡
辺
幹
事
、
役
員
と
し
て

庄
司
会
長
、
戸
張
副
会
長
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

岡
田
会
長
は
、「
安
倍
改
憲

Ｎ
Ｏ
！
３
千
万
人
署
名
を
組
織

の
総
力
で
取
組
も
う
。
各
単

会
は
組
織
強
化
を
進
め
よ
う
。」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

現
役
世
代
の
挨
拶
や
経
過
報

告
で
、「
組
合
事
務
室
の
縮
小

や
都
庁
か
ら
の
退
去
、
会
議
室

　

年
金
額
改
定
の
「
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
調
整
」
は
、
少
子
高
齢

ラ
イ
ド
制
度
の

あ
り
方
は
、
将

来
の
年
金
受
給

世
代
（
孫
・
ひ

自治体退職者会東京都本部定期総会
取
上
げ
な
ど
、
小
池
都
知
事
と

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
労
組
敵
視

政
策
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ

と
」が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
年
金
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
に
対
す
る
考
え
方
」
の
意

見
交
換
は
、
自
治
退
都
本
部
定

期
総
会
の
議
論
を
踏
ま
え
て
行

わ
れ
、
自
治
退
に
よ
る
役
員
対

象
の
学
習
会
も
視
野
に
入
れ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

東京都庁職員退職者連合会定期総会

化
社
会
に
お
け
る
年
金
制

度
維
持
の
方
策
の
一
つ
と

し
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
①

現
役
世
代
＝
年
金
保
険
拠

出
者
の
減
少
、
②
平
均
余
命

伸
長
に
伴
う
給
付
額
増
加

を
年
金
額
の
マ
イ
ナ
ス
要

因
と
す
る
手
法
で
す
。

　

こ
の
制
度
導
入
の
際
、
①

デ
フ
レ
時
に
は
適
用
し
な

い
、
②
物
価
や
賃
金
を
要
因

と
す
る
減
額
以
外
に
は
減

額
し
な
い
「
名
目
下
限
方

式
」
を
決
め
ま
し
た
。

　

デ
フ
レ
は
克
服
さ
れ
ず
、

予
定
通
り
年
金
水
準
を
調

整
で
き
な
い
状
況
が
続
い

た
た
め
、
16
年
12
月
の
国

会
で
「
デ
フ
レ
時
の
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整
（
キ
ャ

リ
ー
オ
ー
バ
ー
方
式
で
名

目
下
限
維
持
）」
導
入
等
が
決
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
自
治

退
本
部
は
「
名
目
下
限
方
式
堅
持
」

の
要
求
を
削
除
、「
マ
ク
ロ
経
済
ス

孫
世
代
）
が

貧
困
に
陥
ら

な
い
年
金
額

水
準
確
保
を

重
視
し
、
協

議
す
る
」
対

政
府
要
求
を

確
認
し
ま
し

た
。こ
れ
が
、

今
回
の
論
争

の
素
で
す
。

変
え
る
闘
い
な
く
し
て
、
問
題
解

決
は
で
き
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
賃

金
引
上
げ
の
原
動
力
と
な
る
労
働

運
動
の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

現
受
給
者
と
し
て
は
、
年
金

額
削
減
に
は
反
対
で
す
が
、
将

来
世
代
の
年
金
水
準
を
確
保
す

る
こ
と
は
極
め
て
大
事
で
す
。

　

問
題
の
元
凶
は
、
非
正
規
労

働
者
を
増
大
さ
せ
、
保
険
料
負

担
を
軽
減
し
て
社
会
的
責
任
を

果
た
さ
な
い
資
本
と
、
そ
れ
を

後
押
し
す
る
自
民
党
政
権
の
政

策
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
構
造
を

年金の「マクロ経済スライド」を考える

　

都
庁
退
も
役
員
改
選

新
会
長
は
都
市
整
備
の

小
林
民
治
さ
ん
が
就
任

し
ま
し
た
。（
丹
野
）

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
と
は

デ
フ
レ
時
に
も
適
用
へ

経
済
政
策
・
労
働
政
策
の
転
換
を

　

10
月
30
日
、
都
庁
で
自
治
退

都
本
部
第
28
回
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
、
冒
頭
、
本
郷
会
長
は

じ
め
今
年
度
物
故
会
員
へ
黙
と

う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
挨
拶
や
各
報
告
の
中

で
、
多
数
の
単
会
で
会
員
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
、
現
役
組
合

員
の
減
少
が
止
ま
ら
な
い
こ
と

な
ど
、
組
織
の
深
刻
な
状
況
が

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
現
退

と
も
に
、
組
織
強
化
が
大
き
な

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
総
会
で
大
き
な
議
論

に
な
っ
た
の
は
、
自
治
退
本
部

の
「
年
金
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
調
整
に
対
す
る
考
え
方
」

で
し
た
。
労
働
退
北
山
さ
ん
が

「
将
来
世
代
の
年
金
レ
ベ
ル
の

維
持
を
考
え
る
こ
と
は
当
然
だ

が
、
現
受
給
者
の
年
金
額
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
く
な
る

危
険
性
」
を
指
摘
し
た
こ
と
か

ら
議
論
が
始
ま
り
、
都
庁
退
総

会
に
も
引
継
が
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
役
員
改
選
の
年
。
会

長
に
福
祉
退
の
岡
田
嘉
久
さ
ん

が
就
任
し
、
庄
司
清
掃
退
会
長

は
、
３
期
続
け
た
常
任
幹
事
を

退
任
し
ま
し
た
。（
丹
野
）。
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清掃退職者会の２０１７年

１月 11日、東京清掃旗
開き。恒例の鏡開きは、
吉田前委員長、庄司会長、
丹野・戸張・柳副会長、
桐田委員長と当局側理事
者により行われました。

１月21日、小石川後楽園涵徳亭で「新
春の集い」を開催、24名参加しました。
恒例の参加者の「ひとこと」で大爆笑し、
新たにはじめた「長寿祝い」と「開運じゃ
んけん大会」で盛上り、よく飲み、よ
く食べ、今年も元気の素を分ちました。３月６日、

「演芸を楽
しむ会」を
国立演芸場
で行いまし
た。参加者
は家族を含

２月24日、東京清掃主催の
退職者送別会。参加者はこ
こ数年で最多。古き良き時
代のエピソードや「生涯労
働運動」への気概などが語
られ、大いに盛上りました。

４月 29 日の中央メー
デーは例年同様代表参
加とし、５月１日の日
比谷メーデー中心に取
組みました。20 名参
加。今年も東京清掃本
部・青年部と同じ梯団
で、退職者会旗を高々
と掲げて鍛冶橋まで元
気に行進しました。

４月25日にお花見ウォーキング。今年は「旧
古河庭園洋館見学とツツジの名園めぐり」。
ジョサイア・コンドル最晩年の傑作といわれ
る洋館の主は、公害闘争の原点、足尾鉱山鉱
毒事件を引き起こした古河財閥。ブルジョア
生活と渡良瀬川流域住民の苦しみという歴
史の光と影が交錯する見学会でした。その後、
旧古河庭園と六義園散策。ツツジの名園をめ
ぐり、暖かい春の一日を楽しみました。

戦前の治安維持法に通じる「共謀
罪」が５月 23 日に強行採決されま
した。特定秘密保護法、安保法制に
続く共謀罪成立で戦争遂行三部作
が完成し、憲法９条改悪が焦点化し
ました。「安倍９条改憲を許さない」
闘いは、毎月の 19 日行動をはじめ
各地で取組まれています。来年はさ
らに闘いの強化が必要です。 ５・３憲法集会

日比谷メーデー

め21名、これまでで最多。やっ
ぱり笑うって、いいですね。

旧古河庭園洋館前

中央メーデー

６月 24 日、東京清掃ボ
ウリング大会に参加。「ま
だまだ若い者には…」と
怪気炎？　成績もなかな
かのものでした。

共謀罪法廃案！5.31日比谷大集会
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６月６日に第 10回定期総会。参加
会員は 35名。社会的・市民的運動
の推進と組織拡大を２大目標に定め
た活動方針を確認。組織整備方針で、
毎年、新規会員から幹事を選出して
もらうことを確認。早速、箱田さん
と篠田さんが新幹事に。戦力アップ。９月14日、全国高齢者集会、

15日に地公三単産・地公退
高齢者集会。両集会とも、戦
争法廃止と安倍政権退陣の方
針を鮮明にしました。14 日
は後楽園周辺をデモ行進、安
倍退陣等を訴えました。

９月 22日、「日本の中の
沖縄、沖縄からみた日本」
をテーマに学習会。26
名が参加。講師も熱弁、
懇親会も盛上り、有意義
な学習会になりました。

賃金確定総決
起集会で激励
する庄司会長

10 月 13 日、「横浜フィールドワーク」
に家族を含め15名参加。元町公園等の
横浜開港時を彷彿とさせる洋館を見学、
米軍機墜落死亡事故被害の記憶を止め
るため、港の見える丘公園に設置された
「愛の母子像」前で丹野副会長の説明を
聞き、中華街でランチ。盛り沢山でした。

今年も東京清掃との連携強化

東京清掃自治研集会

自主サークル「歩こう会」
は、２月に里山歩きと和紙
のまち散策、９月に鎌倉大
仏と長谷観音・極楽寺坂、
12月に広重の名所江戸百景
日本橋廻りを行いました。

11月５日〜７日で計画してい
た旅行会は、参加申込者が予
定数を大きく下回ったため、
今年も実施できませんでした。
３年連続の中止になってしま
いました。来年こそ実施した
いという意気込みですが…。

工事差止め訴訟支援！辺野
古新基地建設反対 10.4 集会

10.31 狭山事件の　　
再審を求める市民集会

さようなら原発さよう
なら戦争 9.18 全国集会

貧困・格差ＮＯ！みんなが尊重
される社会を 2.19 総がかり行動

全日制市民の立場
を活かし、各種集
会・行動に積極的
に関わりました。

世界のどこでも不当解雇を許さない！

東京清掃定期大会

琉球新報
新垣講師
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東
京
清
掃
の
17
賃
金
確
定
闘
争

は
、
特
別
区
人
事
委
が
、
行
政
系

人
事
制
度
見
直
し
に
伴
う
級
切
替

や
級
格
付
制
度
に
よ
る
昇
格
者
の

降
格
等
、
労
使
交
渉
事
項
に
踏
み

込
ん
だ
改
悪
案
を
提
示
し
た
た
め
、

厳
し
い
闘
い
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
局
の
攻
撃
を
跳
ね
返
す
こ
と

と
、
差
別
的
人
事
・
給
与
制
度
の

抜
本
的
改
善
、
07
賃
金
確
定
時
の

給
料
表
水
準
９
％
削
減
に
伴
い
導

入
さ
れ
た
「
切
替
調
整
号
給
」
の

廃
止
等
を
焦
点
に
据
え
、
粘
り
強

い
取
組
み
を
行
っ
た
結
果
、
11
月

21
日
の
最
終
交
渉
で
当
局
側
か
ら

次
の
内
容
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

①
業
務
職
給
料
表
…
勧
告
給

料
表
に
準
じ
て
改
定

②
一
時
金
…
０
・
１
月
引
上
げ

③
扶
養
手
当
…
勧
告
通
り
、

配
偶
者
減
額
・
子
増
額

④
任
用
制
度

▽「
担
当
技
能
長
職
」設
置（
定

数
の
括
り
の
な
い
技
能
長
）

▽
新
制
度
に
伴
う
２
級
格
付

者
の
技
能
主
任
職
選
考
受
験

資
格
・
技
能
主
任
で
３
級
格

付
者
の
技
能
長
職
選
考
受
験

資
格
の
経
過
措
置
（
３
年
間
）

⑤
給
与
制
度

▽
行
政
職
新
人
事
制
度
導
入

東京清掃2017賃金確定

「担当技能長」制度を獲得
３級への昇任機会が拡大に

伴
う
新
給
料
表
へ
切
替
方
法
…

直
近
上
位
額
号
給
へ
切
替
え
、
最

高
号
給
を
超
え
る
者
も
現
給
保
障

▽
初
任
給
基
準
…
初
任
給
調
整
号

数
廃
止
→
職
種
ご
と
の
初
任
給
格

付
基
準
設
置
（
清
掃
加
算
維
持
）

▽
給
料
表
切
替
に
伴
う
昇
給
調
整

措
置
廃
止（
８
年
越
し
の
課
題
解
決
）

▽
55
歳
以
上
の
昇
給
抑
制
拡
大
は

引
き
続
き
協
議

　

特
に
、「
担
当
技
能
長
」
制
度
の

獲
得
は
大
き
な
成
果
で
す
。
退
職

者
会
は
、
地
連
別
集
会
を
含
む
３

波
の
決
起
集
会
を
激
励
し
、
応
援

し
ま
し
た
。
東
京
清
掃
は
本
当
に

よ
く
頑
張
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

11
月
13
日
、
東
京
清
掃
緊
急
学
習
会

「
市
民
と
野
党
共
闘
の
新
局
面
〜
安
倍
政

権
と
ど
う
戦
う
か
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
上
智
大
の
中
野
晃
一
教
授
。

歯
切
れ
の
い
い
講
演
で
し
た
。

　

選
挙
結
果
に
落
胆
す
る
こ
と
は
な
い
。

比
例
区
絶
対
投
票
率
の
自
民
党
支
持
層

は
、
小
泉
郵
政
選
挙
時
は
25
％
、
麻
生

時
代
は
18
％
、
安
倍
は
16
％
で
麻
生
時

代
よ
り
低
い
。
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
証

し
だ
。
安
倍
政
権
は
盤
石
で
は
な
い
。

　

立
憲
民
主
の
躍
進
は
、
地
域
レ
ベ
ル

で
の
野
党
共
闘
の
成
果
だ
。
若
い
人
た

ち
の
参
加
型
の
運
動
が
力
に
な
っ
た
。

抵
抗
運
動
の
継
続
で
道
は
開
か
れ
る
。

　

12
月
３
日
、
清
掃
・
人
権
交
流
会
主

催
の
「
登
戸
研
究
所
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。参
加
者
は
32
名
。

　

退
職
者
会
も
大
雪
の
14
年
２
月
に
見

学
し
ま
し
た
が
、「
登
戸
研
究
所
」
は
、

現
明
大
生
田
校
舎
の
倍
近
い
面
積
を
有

し
、陸
軍
参
謀
本
部
直
属
の
秘
密
戦
（
傍

聴
・
諜
報
・
謀
略
・
宣
伝
）
の
研
究
機

関
で
す
。
５
つ
の
展
示
室
で
研
究
所
の

全
容
、
風
船
爆
弾
、
秘
密
戦
兵
器
、
偽

札
製
造
、
敗
戦
と
そ
の
後
の
説
明
を
受

け
、
大
学
構
内
の
史
跡
を
見
学
し
ま
し

た
。
改
め
て
、
戦
争
は
人
権
を
抑
圧
す

る
こ
と
、
負
の
遺
産
が
連
綿
と
続
い
て

い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

東京清掃緊急学習会
清掃・人権交流会　　　　　
「登戸研究所フィールドワーク」

風船爆弾の
縮尺模型
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11
月
８
日
に
都
庁
退

主
催
の
親
睦
交
流
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
清
掃

退
か
ら
戸
張
副
会
長
、

岡
沢
幹
事
、箱
田
幹
事
、

全
体
で
31
名
で
し
た
。

　

都
庁
前
か
ら
バ
ス
で

軽
井
沢
峠
前
へ
。
そ
こ

か
ら
徒
歩
で
「
ア
プ
ト

の
道
」
旧
・
信
越
線
を

「
め
が
ね
橋
」
へ
向
け
、

約
1.2 

Km
の
整
備
さ
れ

た
廃
線
跡
を
散
策
。

　

紅
葉
真
っ
盛
り
、
赤

や
黄
色
の
木
々
と
赤
い

煉
瓦
の
旧
ト
ン
ネ
ル
に
心
を
奪
わ

れ
、
久
し
ぶ
り
に
清
々
し
い
空
気

と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

鉄
道
文
化
村
で
鉄
道
パ
ノ
ラ
マ

を
堪
能
。
お
土
産
に
、
お
ぎ
の
や

本
店
の「
峠
の
釜
め
し
」を
ゲ
ッ
ト
。

　

都
庁
退
は
私
に
と
っ
て
ま
だ
馴

染
み
の
な
い
組
織
で
し
た
が
、
各

単
会
の
方
々
の
元
気
な
姿
を
拝
見

広重が画いた「するかてふ」の現在は　
日本橋三越と三井本館・日本銀行が並ぶ

これが同じ場所？
富士山見えない！

　

12
月
１
日
、「
歩
こ
う
会
・
広

重
の
名
所
江
戸
百
景
を
訪
ね
て

（
日
本
橋
）」
が
、
６
名
の
参
加

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
橋
の
道
路
元
標
、
日
本

橋
三
越
・
江
戸
桜
通
り
、
貨
幣

博
物
館
、
一
石
橋
、
中
央
通
り
、

東
京
証
券
取
引
所
・
鎧
橋
、
大

伝
馬
本
町
通
り
で
、
広
重
が
画

い
た
江
戸
の
名
所
と
現
在
を
見

比
べ
ま
し
た
。
当
然
、
ど
こ
も

様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
が
、
至

る
所
に
残
る
痕
跡
探
し
も
楽
し

め
ま
し
た
。
お
昼
は
小
洞
天
の

シ
ュ
ウ
マ
イ
を
ハ
フ
ハ
フ
。

碓氷峠の鉄道遺跡と紅葉を訪ねて

都庁退第14回親睦交流会

し
、「
人
生

楽
し
く
、
元

気
に
活
動
し

よ
う
」
を
共

有
で
き
ま
し

た
。（
箱
田
）

めがね橋

　

福
島
で
は
、
仮
設
焼
却
炉
が
国

の
事
業
と
し
て
次
々
に
建
設
さ
れ
、

廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
焼
却

炉
は
災
害
廃
棄
物
処
理
量
を
基
と

す
る
国
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
た
め
、
地
域
の
計
画
処
理
終

了
後
解
体
さ
れ
ま
す
。
そ
の
数
は

19
市
町
村
で
24
基
。
稼
働
期
間
は

わ
ず
か
２
年
〜
４
年
で
す
。

　

仮
設
焼
却
施
設
は
、
法
律
の
枠

組
み
は
３
種
類
あ
り
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
国
直
轄
事
業
で
、
市
町
村

事
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
終
処

分
場
（
未
定
）
へ
の
搬
出
を
見
据

「
放
射
能
ご
み
焼
却
を
考
え
る
ふ
く

し
ま
連
絡
会
」
の
取
材
に
同
行
し
て
（３）

え
た
除
染
廃
棄
物
の
減
容
化
・
再

利
用
等
の
仮
設
焼
却
炉
で
、
処
理

量
も
過
大
に
見
積
も
ら
れ
、
１
年

で
終
了
す
る
施
設
す
ら
あ
り
ま
す
。

　

契
約
は
建
設
・
運
営
・
解
体
ま

で
含
み
ま
す
が
、
東
京
の
清
掃
工

場
の
よ
う
な
洗
煙
設
備
・
発
電
設

備
・
緑
化
事
業
は
な
く
、
予
備
機

器
も
不
要
、
瑕
疵
担
保
責
任
も
ほ

と
ん
ど
な
く
、
ア
セ
ス
も
簡
単
。

ゼ
ネ
コ
ン
、
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー

に
と
っ
て
、
お
い
し
い
事
業
で
す
。

　

契
約
額
の
例
は
表
の
通
り
。
除

染
事
業
や
、
溶
融
処
理
施
設
（
セ

メ
ン
ト
・
骨
材
再
利
用
）、

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
等
で

も
大
型
の
受
注
が
あ
り
、

復
興
税
が
ふ
ん
だ
ん
に
投

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
の
清
掃
工
場
に
も

悪
影
響
が
現
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
600
ｔ
炉
で
、10
年
（
震

災
前
）
契
約
の
大
田
工
場

が
186
億
円
、
17
年
の
目
黒

工
場
が
514
億
円
と
、
実
に

2.8
倍
。
復
興
特
需
に
よ
る

高
騰
が
原
因
で
す
。（
岩
田
）

市町村　処理能力　契約金額　メーカー・建設会社
富岡町　500 ｔ　600 億円　三菱、鹿島
浪江町　300 ｔ　500 億円　日造、安藤・間、神鋼
楢葉町　200 ｔ　350 億円　JFE、飛島
南相馬市　200 ｔ ×2　700 億円　JFE、日本国土開発
※その他 IHI、タクマ等の受注もある。

●仮設焼却炉契約額の例
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安心総合共済
安い掛金で大きなメリット

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
全
日
本

自
治
体
退
職
者
会
が
取
り
扱
う
会

員
向
け
の
損
害
保
険
で
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
の
補
償
対
象

は
、
①
交
通
事
故
を
含
む
ケ
ガ
を

し
た
と
き
な
ど
の
「
傷
害
事
故
」、

②
他
の
方
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
り
、

器
物
を
損
傷
し
た
と
き
な
ど
の
法

律
上
の
「
賠
償
事
故
」、
③
外
出
時

に
お
け
る
身
の
回
り
品
の
損
害
等

の
「
携
行
品
損
害
」、
④
個
人
賠
償

で
は
補
償
さ
れ
な
い
「
預
か
り
品

の
賠
償
責
任
」
で
す
。
ゴ
ル
フ
関

連
の
オ
プ
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
旅
行

保
険
や
ゴ
ル
フ
保
険
の
要
素
も
併

せ
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
①
緊
急
医
療
相
談
、
②

医
療
機
関
案
内
、
③
予
約
制
専
門

医
相
談
、
④
が
ん
専
用
相
談
窓
口
、

⑤
転
医
・
患
者
移
送
手
配
を
対
応

す
る「
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
」は
、

非
常
に
便
利
で
す
。
多
く
の
損
害

保
険
が
有
料
と
し
て
い
ま
す
が
、

「
安
心
共
済
」
は
無
料
で
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
団
体
割

引
で
最
高
レ
ベ
ル
の
３
割
引
き
が

適
用
さ
れ
て
お
り
、
掛
金
も
安
く
、

加
入
に
あ
た
り
年
齢
制
限
が
な
く
、

医
師
の
審
査
も
不
要
（
が
ん
補
償

を
除
く
）等
、メ
リ
ッ
ト
一
杯
で
す
。

　歳をとるとちょっとした
ことでケガをし、意外に長
引くことがある。歩行中に
足を取られて転倒し、右膝
を捻挫。大したことはない
と思っていたが、なかなか
直らず、結局30日間も通院。
保険を請求すると６万円支
給。通院１日目からの補償
はメリットだと思う。
　保険請求も簡単だった。

　買ったばかりの一眼カメ
ラを公園で撮影中に落して
しまい、大破。メーカーか
ら修理困難の報告に、目の
前が真っ暗に。
　「安心共済」を思い出し、
保険請求したところ、ほぼ
購入時の金額が補償された。
小売価格が下落していたた
め、買換えで余禄が生じて、
お得感が一層増した。

加入者の声（Ｂさん）加入者の声（Ａさん）

　

新
規
加
入
を
希
望
す
る

方
は
、「
安
心
総
合
共
済

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
の
「
資

料
請
求
ハ
ガ
キ
」
に
必
要

■４つの基本補償

事
項
を
記
入
の
上
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。
自
治
労
サ
ー
ビ
ス
よ
り
加

入
に
必
要
な
書
類
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
８
月
半
ば

ま
で
加
入
申
込
み
が
可
能
で
す
の

で
、
他
の
保
険
か
ら
切
換
え
る
場

合
も
安
心
で
す
。
加
入
に
つ
い
て

是
非
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
に
関
す
る
問
合
せ
は
清
掃

退
職
者
会
・
戸
枝
へ
。

安
心
共
済
は
補
償
が
お
得

メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
が
お
得

安
い
掛
金
が
断
然
お
得

加
入
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

③携行品損害
住宅外で被保険者所有の携
行品が偶然な事故で損傷し
た場合。限度額 50 万円。

④受託品賠償責任
他人からの預かり品やレン
タル用品等に対する賠償事
故が対象。限度額 10 万円。

①障害事故
日常生活における偶然な外
来の事故によりケガをした
場合。１日目から補償。

②賠償事故
日常生活における法律上の
賠償事故（同居の家族も補
償）。国内無制限。


